
日記ろまん 平成27(2015)年6月13日(1)第62号

六
月
十
三
日
（
土
）
「
十
九
周
年
の
つ
ど

い
」
の
朝
で
す
。
多
く
の
含
貝
の
皆
様
に
お

会
い
で
き
ま
す
こ
と
望
界
の
喜
び
で
す
。
当

今
至
苔
員
・
古
川
喜
代
子
さ
ん
の
体
験
談
「
日

記
と
歩
み
つ
づ
け
て
」
は
、
「
日
記
ろ
ま
ん
」

に
十
回
の
連
載
を
終
え
た
二
字
日
記
」
な

ど
展
示
も
あ
り
楽
し
み
で
す
。
続
い
て
「
日

記
塾
総
集
編
」
は
前
年
度
に
研
究
発
表
さ
れ

｢女性の日記から学ぶ会」

平成27年度活動予定平成27年4月
l

l

l

活動内容活動

日

(水）

午後

(13:OO～）

場所 術考午前

(10m～）

聞かせて

あなたの戦中戦後

27年

4/8
講習室定例会議

5/131定例会議’ つどい準備

5/271 つどい準備

6/31 つどい準偏

》
｜
》
一
》

周
年
の
つ
ど
い
」
を

／／’
間
部

夜
の

18:00より

つどい準備
5階ﾎｰﾙ6/12

6/13

(±）
10周年のつどい 5階ﾎｰﾙ

7/81定例会議|日記塾｢平野仁蔵日記』|講習室’
8/5 1定例会議|日記塾｢坂本栄子日記｣|講習室'第一週

20周年にむけて

冒録・記念誌作成準備
定例会議 講習室9/9

た
「
平
野
仁
蔵
日
記
」
罰
鈴
木
せ
つ
子
書
簡
」

「
松
本
幸
日
記
」
「
飯
塚
と
み
日
記
」
「
鈴
木

千
代
子
日
記
」
の
紹
介
、
展
示
を
通
し
て
「
戦

中
戦
後
の
日
記
か
ら
庶
民
の
暮
ら
し
や
生
き

｛
召
を
学
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
、
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
熱
い
予

感
に
胸
が
高
鳴
る
一
日
で
す
。
こ
の
一
年
更

な
る
ご
支
援
お
願
い
致
し
ま
す
。

20周年にむけて

目録記念誌作成準髄
講習室定例会議10/14

研修会

すこし早めの忘年会
11/11

代
表
・
島

20周年にむけて

目録・記念誌作成作業
調習室定例会議12/9

20周年にむけて

目録・記念誌作成作業

律
千
Ｑ
Ｊ１

８
ノ

２
１

講習室定例会議

20周年にむけて

目録・記念誌作成作業
講習室定例会議2/10

20周年にむけて

目録記念誌作成作業
定例今至 調習室3/9

定例会議は、運営に関わる事項を協譲検討する場で、
どなたでもご参加いただけます。なお話し合われた内容
は、午後の活動の終了後、参加者に連絡いたします。

グー-篇箇篇 ★
『
親
な
き
家
の
穴
つ
け
日
記
』
出
版
記
念
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し

会
賑
や
か
に
終
わ
る
か
つ
た
で
す
！

三
月
二
十
八
日
○
桜
が
開
花
し
た
こ
の
日
、

囮
☆
篭
賤
《
水
一
定
例
会
第
七
十
九
回
日
記
塾
「
平
野
仁
蔵
日
記

圓
・
耐
塞
減
鼎
蕊
樫
巽
篝
封
建
窯
む
」

囮
☆
溌
灘
継
鞠
弱
年
に
向
け
て
冒
鐸
記
念
誌
作
成
濤

振
込
先
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」
島
利
栄
子

郵
便
振
替
口
座
番
号
０
０
１
１
０
．
０
．
３
５
１
５
６
０

入
会
金
…
千
円
年
会
費
・
・
・
二
千
円

★
新
入
会
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

詳
罎
藁
鍔
雲
簔
雲
毒
蝿
総
襄
圖
卜
￥

第62号
女性の日記から学ぶ会
代表島利栄子

闇
〒276-0046

千葉県八千代市
大和田新田469-123
、L･FAXO47-459-9464
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一
灘
２
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」
一
一
十
年
の
歩
み
一

未
来
に
続
く
活
動
を
め
ざ
し
て

塵

Ｊ
ｊ
０
０
０
１
１
Ⅱ
０
０
０
１
８
１
０
１
０
１
１
０
１
０
０
８
０
１
０
１
１
８
０
０
８
８
０
０
０
０
８
０
１
８
０
１
１
１
０
１
８
０
０
０
１
１
０
１
１
１
１
０
０
０
０
８
１
０
８
０
１
１
１
１
０
０
０

《
中
期
Ｉ
（
平
成
十
三
年
～
十
七
年
）
》

島
利
栄
子

★
移
動
日
記
展
活
発
に
て
見
る
会
場
で
手
際
よ
く
即
興
の
飾
り
付
け

全
国
津
々
浦
々
に
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
を
し
た
。
展
示
物
の
梱
包
、
葬
遥
、
片
付
け

ら
い
た
い
と
移
動
日
記
展
に
情
熱
を
燃
や
し
に
苦
労
し
た
。
よ
く
こ
ん
な
荒
技
が
出
来
た

た
時
期
で
あ
る
。
地
方
の
友
人
ら
の
協
力
を
も
の
だ
と
感
心
す
る
。
皆
若
か
つ
た
。

得
て
無
料
の
〈
瑁
痂
を
ゲ
ッ
ト
、
次
々
移
動
日

翌
十
四
年
に
は
長
野
県
塩
尻
市
で
「
女
性

記
展
を
開
い
た
。
平
成
十
三
年
秋
は
忙
し
の
日
記
信
州
展
」
を
成
功
さ
せ
、
次
い
で

か
つ
た
。
「
日
記
と
歩
む
過
去
・
現
在
・
未
地
元
・
八
千
代
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

来
」
展
を
山
口
県
光
一
瓜
続
い
て
同
県
防
府
タ
ー
開
所
式
や
八
千
代
市
市
民
平
和
展
「
戦

市
、
哀
郁
市
と
移
動
し
て
開
催
し
た
。
初
め
争
を
生
き
抜
い
た
日
記
展
」
、
四
街
道
市
民

申
ｃ
Ｇ
４
０
申
Ｕ
ｏ
缶
。
ａ
寺
・
●
々
●
●
ｄ
・
り
。
。
。
○
早
守
凸
①
。
由
。
甲
谷
。
■
●
申
屯
◆
◆
◆
◆
由
却
律
』
一
■
宮
口

、
１
０
０
１
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
１
１
０
１
１
６
１
Ｉ
ｌ
０
１
Ｉ
Ｏ
８
Ｉ
Ｉ
０
１
Ｉ
８
９
１
０
０
１
Ｉ
８
１
０
０
０
０
８
８
０
９
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
８
０
０
１
８
０
１
１
０
９
８
８
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｊ
ｊ

壷
醇
ｘ
ｒ
ｆ
砺
〆
”
紗

Ｊ
，
Ｂ
■
り
坤
ｌ
Ｆ
１
ｇ
ｂ
“

ｇ
Ｏ
ｎ
●
■
８
り
台
目
ｆ
守

挿
仏
卯
鼻
珂
Ｈ
Ｌ
Ｊ
③
式
．

・
叩
恥
蝉
唖
嘔
斗
・
今

珈
電
塒
ａ
上
ｔ
早
員
昏

學
§
、
篝
抄４

９

ｐ

今

己

久

廿

ｐ

Ｋ

軸

「

ｑ

ｍ

Ｌ
縄
０
鮒
ｇ
廿
虹
Ｚ
Ｇ
Ｂ
Ｑ
包

始
↑
非
咽
唖
醍
輻
ず
わ
沙

厩
熟
懸
熱
盤
‐

平
野
仁
歳
日
記
展

Ｉ
咽
潅
に
生
柔
狐
謹
勧
雌
が
に
生
き
ろ
Ｉ

句
ａ
■

湊
箆

な
今
ｅ
ｈ

瘤
鯰
連

星
甲
★
毎

斗
宙
い
ご

ﾛ I

q4■

iu
引争

●

'毒

～

7周年のつどい｢平野仁蔵日記展」
その日の平野さん（96歳）

F 可 ﾄ D 争 い与 b

い
ろ
い
ろ
な
思

申
●
■
■
◆
●
ｂ
■
句
や
●
■
■
や
む
●
申
。
ｂ
や
合
◆
ｂ
己

・
・
早
常
銘
念
継
作
勺
た
ミ
ニ
一

８
周
年
の
つ
ど
い
「
育
児
日
記
の
魅
力
展
」

魁

一＆
ず
三一一

平
和
展
「
同
」
で
好
評
を
博
し
た
。

ま
た
「
つ
ど
い
」
も
毎
回
、
一
日
だ
け
の

展
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
美
し
い
展
示
」
を

目
指
し
て
全
力
で
臨
ん
だ
。
六
周
年
の
つ
ど

い
「
松
崎
宗
子
追
悼
日
記
展
」
。
七
周
年
「
激

動
の
時
代
を
生
き
た
平
野
仁
蔵
日
記
展
」
。

八
周
年
「
育
児
日
記
の
魅
力
展
」
は
特
に
印

象
に
残
る
。
三
代
目
事
務
局
長
の
中
野
祐
子
、

高
崎
明
子
さ
ん
ら
の
手
作
り
の
飾
り
物
が
古

い
日
記
に
温
か
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く

れ
た
。

★
シ
ャ
ル
レ
女
性
奨
励
賞
受
賞
す
る

平
成
十
三
年
晩
秋
。
何
と
「
シ
ャ
ル
レ
女

性
奨
励
》
星
受
賞
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
だ
。
全
国
で
活
発
な
活
動
を
す
る
女
性
団

体
五
百
七
十
四
団
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も

の
。
授
賞
式
は
墓
墨
云
館
。
事
務
局
の
面
々

が
揃
っ
て
受
賞
式
に
参
じ
た
。
福
祉
や
国
際

交
流
活
動
が
多
い
中
で
庶
民
の
日
記
資
料
の

保
存
活
用
を
す
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
受
賞
の
理

由
だ
っ
た
よ
う
だ
。
代
表
の
ス
ピ
ー
チ
も

熱
が
入
っ
て
い
た
が
、
一
同
あ
と
の
パ
ー

テ
ィ
ー
料
理
に
眼
を
細
め
た
。

★
｜
人
芝
居
「
女
の
力
」
と
朗
読
劇

「
黄
水
仙
」
に
沸
く

平
成
十
八
年
。
増
野
亜
士
氏
が
登
場
し
て

沸
い
た
。
若
い
男
性
が
お
婆
さ
ん
に
扮
し
昔

の
女
の
お
お
ら
か
な
生
き
方
を
伝
え
る
一
人

芝
居
「
女
の
力
」
（
原
作
は
島
利
栄
子
『
周

防
の
女
た
ち
嫁
姑
の
た
た
か
い
』
）
は
戸
女

が
伝
え
る
展
Ｉ
」
の
タ
イ
ト
ル
で
日
記
展
も

併
せ
て
行
っ
た
。

翌
年
に
は
［
女
が
伝
え
る
展
Ⅱ
」
と
し
て

増
野
夫
人
・
さ
ん
ぺ
い
む
つ
こ
氏
の
演
出
で

「
松
崎
宗
子
日
記
」
を
も
と
に
し
た
朗
読
劇

「
黄
水
仙
」
上
演
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
時
期
、

村
上
テ
イ
氏
の
腹
話
術
や
、
塩
澤
実
信
氏
「
歌

は
思
い
出
を
連
れ
て
く
る
」
な
ど
他
分
野
と

の
連
携
に
よ
り
大
き
な
活
力
を
頂
い
た
。

★
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

ユ
ニ
ー
ク
さ
か
ら
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る

こ
と
が
多
く
お
か
げ
で
会
員
が
増
え
、
日
記

寄
贈
に
繋
が
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
い
つ

と
六
け
ん
」
「
生
活
ほ
っ
と
モ
ー
ニ
ン
グ
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
「
ラ
ジ
オ
朝
一

番
」
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
日
経
新
聞
、
読

売
新
聞
、
赤
旗
、
聖
教
新
聞
中
国
新
聞
な

ど
。
ま
た
「
い
き
い
き
」
な
ど
雑
誌
に
も
登

場
○
代
表
は
乞
わ
れ
れ
ば
こ
ま
め
に
顔
を
出

し
て
宣
伝
に
努
め
た
。
（
次
号
に
続
く
）

閾 シ
ャ
ル
レ
女
性
奨
励
賞
受
賞
、
代
表
ス
ピ
ー
チ■

一
女
の
力
」
の
増
野
亜
士
氏
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平
成
二
十
三
年
三
月
、
島
代
表
か
ら
お
薦

め
い
た
だ
い
た
音
剰
、
そ
れ
は
会
員
の
鈴
木

千
代
子
さ
ん
ご
親
族
が
お
持
ち
の
資
料
で
、

戦
地
（
台
潭
か
ら
奥
様
に
宛
て
た
お
手
紙

で
し
た
。
早
速
見
せ
て
頂
く
と
、
全
蔀
封
書

で
七
十
二
通
あ
り
ま
し
た
。

一
通
を
取
り
出
し
、
そ
っ
と
開
い
て
見
て

驚
き
ま
し
た
。
古
く
な
っ
た
便
菱
は
変
色
を

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
達
筆
な
字
は
流
れ
る

よ
う
に
便
簔
を
う
め
つ
く
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
丁
寧
に
愛
情
表
現
を
さ
れ
て
い
て
、

引
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
文
面
に
感
動

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｍ
さ
ん
は
大
正
元
年
の
お
生
ま
れ
で
、
父

と
同
年
代
で
し
た
。
そ
の
こ
と
が
何
よ
り
興

味
を
持
っ
た
こ
と
で
す
。
同
年
代
で
あ
っ
て

も
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
環
境
の
違
い
は
比
較

DLq-ゾーP
「 1

ｌ
戦
時
下
の
手
紙
ｌ

台
北
よ
り
愛
は
永
遠
な
れ

一
Ｍ
か
ら
Ｍ
へ

艇
長
田
松
代

に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
愛
情
表

現
の
豊
か
な
こ
と
、
小
説
に
出
て
く
る
よ
う

な
表
現
に
、
驚
き
と
戸
惑
い
す
ら
感
じ
ま
し

た
。
軍
事
郵
便
の
版
が
押
し
て
な
い
も
の
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
結
婚
前
は
恋
人
と
し

て
、
愛
情
の
あ
ふ
れ
た
文
章
、
昭
和
十
二
年

に
結
婚
さ
れ
、
三
人
の
男
子
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
ご
長
男
は
昭
和
十
三
年
に
誕
生
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
夫
と
し
て
父
と
し
て
、
家
庭
に

厳
し
く
、
簾
か
ら
教
育
の
こ
と
、
子
供
の
将

来
の
こ
と
ま
で
、
丁
寧
に
理
想
を
書
き
綴
ら

れ
て
、
ど
の
封
書
も
便
妻
が
七
、
八
枚
あ
り

ま
し
た
。
筆
字
も
素
晴
ら
し
い
方
で
、
八
通

が
筆
字
で
し
た
。
そ
の
中
の
一
通
を
ご
紹
介

致
し
ま
す
。

昭
和
十
四
年
二
月
十
五
日

手
紙
有
難
ふ
何
時
も
元
気
何
よ
り
だ
、
何

日記塾風景。 （左）長田松代さん． （右）鈴木千代子さん

時
も
乍
ら
留
守
中
に
家
事
全
腰
に
対
す
る
お

前
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
厚
く
感
謝
す
。
慰
め

ん
道
と
て
無
く
手
紙
の
み
許
さ
れ
る
道
。
俺

も
至
極
元
気
に
て
其
の
職
責
を
遺
憾
無
く
遂

行
致
し
居
る
故
窒
心
せ
よ
。
お
前
が
円
満
な

る
家
庭
生
活
を
為
し
得
な
い
こ
と
は
、
丁
度

俺
と
同
じ
こ
と
だ
。
銃
後
た
る
と
兵
隊
た
る

と
国
家
の
為
に
変
わ
り
が
無
い
。
即
ち
二
人

の
一
身
同
体
な
る
所
以
葱
に
あ
り
。
昔
の
人

の
教
え
、
上
見
れ
ば
あ
れ
欲
し
之
欲
し
総
て

欲
し
、
下
見
て
暮
ら
せ
、
世
の
中
の
こ
と
と

云
う
の
が
あ
る
が
、
他
人
の
幸
福
な
る
生
活

を
見
て
自
分
の
不
幸
を
な
げ
い
て
は
い
け
な

い
。
将
来
の
幸
福
こ
そ
現
在
の
後
に
約
束
さ

れ
て
居
る
。
お
互
に
其
の
時
を
じ
っ
と
我
慢

し
て
待
と
う
で
は
な
い
か
！
（
略
）
一
月
撮

影
の
篤
眞
有
難
ふ
と
て
も
優
秀
に
撮
れ
て
居

た
。
坊
や
も
俺
に
大
分
似
て
呉
れ
た
様
に
考

一一一画
■ﾛ■

Ｍ
さ
ん
か
ら
Ｍ
さ
ん
へ
の
手
紙

Ｍ
さ
ん
に
二
度
の
帰
国
が
許
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
ど
ん
な
に
幸
せ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

と
推
測
を
し
ま
し
た
。
同
じ
戦
時
下
で
何
と

う
ら
や
ま
し
い
こ
と
、
父
の
こ
と
が
重
な
り
、

苦
労
を
し
た
母
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
Ｍ
さ
ん
は
台
湾
で
の
事
業
を
夢

見
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
戦
局
が
厳

し
く
な
り
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
に
三
度
目

の
南
方
行
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
に
て
戦
死
さ
れ

ま
し
た
。
奥
様
、
ご
子
息
の
悲
し
み
は
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
だ
る
っ
と
、
吾
が
こ
と
と

重
な
り
、
戦
争
の
酷
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

鈴
木
千
代
子
さ
ん
は
「
い
ま
Ｍ
兄
さ
ん
が

元
気
で
い
た
ら
、
幸
せ
だ
っ
た
る
っ
」
と
咳

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
方
の
貴

重
な
お
手
紙
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
の
優
し
い
支
え
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
の
先
輩
方
々
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
解
読
で
き
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
今

年
は
戦
後
セ
ナ
年
を
迎
え
ま
し
た
。
感
慨
ひ

と
し
お
で
す
。

へ
る
。
シ
シ
鼻
の
所
迄
似
て
る
。
恐
れ
入
っ

た
。
お
前
も
前
よ
り
一
段
と
ハ
ン
サ
ム
に

な
っ
た
様
な
気
が
す
る
。
心
を
清
く
持
っ
て

呉
れ
て
居
る
か
ら
だ
ろ
う
。
（
略
）
本
日
よ

り
再
び
信
念
の
日
を
送
る
こ
と
を
誓
ふ
。
大

事
な
写
真
を
胸
に
秘
め
て
さ
ら
ば
。
御
礼
の

詞
迄
。
元
気
で
居
れ
よ
。
（
※
句
読
点
は
筆

者
が
入
れ
る
。
）

Ｍ
様

Ｍ
よ
り
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｜
当
時
の
平
野
さ
ん
と
日
記
に
つ
い
て
一

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
当
時
、
平
野

仁
蔵
さ
ん
は
満
二
十
九
～
三
十
歳
。
独
身
。

化
粧
品
の
行
商
の
た
め
、
墓
足
十
込
の
住
居

と
、
栃
木
県
芳
賀
郡
小
貝
村
杉
山
（
現
在
は

市
貝
町
杉
山
）
の
実
家
と
を
行
き
来
し
て
暮

ら
し
て
い
る
。

当
年
の
日
記
帳
は
日
本
評
論
社
発
行
の

現
在
、
平
野
班
で
は
、
敗
戦
一
食
迷
縣
戦
中
．

戦
後
の
十
数
年
間
を
中
心
に
平
野
仁
蔵
日
記

を
塁
鞆
蹴
壁
Ｅ
、
ま
と
め
る
こ
と
を
構
想
中
○

そ
の
一
環
と
し
て
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）

年
の
日
記
に
つ
い
て
、
第
七
十
三
回
の
「
わ

い
わ
い
日
記
塾
」
で
報
告
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
報
告
を
も
と
に
、
当
年
の
平
野
日
記
の

特
徴
や
至
型
］
弾
）
私
な
り
に
紹
介
し
た
い
。

◆
印
以
下
の
文
章
は
日
記
か
ら
の
引
用
○
日
付

は
漢
数
字
で
（
月
／
日
）
と
略
記
。
〔
〕
内

は
引
用
者
の
注
記
。

浪
嘩
一
椥
巨
七
（
昭
冊
叶
一
痘
嘩
ゆ

島；記
；を

大I読
和：む

③

鯉

◆
宣
閥
ぺ
久
下
田
、
下
館
と
進
み
ノ
、
て
、

今
朝
栃
木
の
片
隅
に
あ
り
し
身
は
、
午
を

過
ぐ
る
僅
か
に
し
て
已
に
茨
城
の
西
南
端

に
位
置
せ
り
。
昔
時
は
、
懐
へ
ば
水
盃
を

汲
み
て
江
戸
に
向
ひ
し
と
か
。
恵
ま
れ
た

り
文
明
開
化
、
現
代
は
万
人
の
商
具
た
る

自
転
車
を
以
て
し
て
も
尚
一
日
に
し
て
東

京
の
繁
華
に
接
し
得
べ
く
、
若
し
そ
れ
自

動
車
飛
行
機
の
ス
ピ
ー
ド
を
利
さ
ぱ
一

瞬
に
し
て
三
十
、
五
十
里
程
は
往
復
す
る

を
得
く
し
。
（
三
／
二
七
）

だ
が
、
そ
の
頼
も
し
い
「
相
棒
」
は
と
も

か
く
、
「
商
一
浬
自
体
は
不
景
気
の
た
め
に

振
る
わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
日
記
に
は
、
そ

の
現
状
や
将
来
に
対
す
る
複
雑
な
想
い
が
綴

ら
れ
て
い
る
。
苦
悩
や
諦
観
、
希
望
な
ど
が

入
り
混
じ
っ
た
想
い
で
あ
る
。

◆
一
度
実
家
に
戻
れ
ば
心
暢
々
と
し
て
何

等
の
苦
も
悩
も
な
け
れ
共
家
を
一
歩
外

屑
屋
怪
１
号
頭
開
匹
の
二
間
星
に
墳
工

移
赫
苧
去
段
は
自
転
車
。

『
昭
和
十
二
年
新
日
記
（
乙
）
』
（
定
価
一
円
）
。

購
入
し
た
の
は
二
月
も
半
ば
に
入
っ
た
頃
。

◆
此
の
四
五
雫
金
に
汲
々
た
る
生
活
を

続
け
居
れ
ば
新
春
碧
頭
〔
マ
マ
〕
、
大
枚
？

を
投
げ
出
だ
し
て
旦
蕗
貝
ふ
も
出
来
ず
、

何
時
も
此
の
時
期
後
れ
と
な
り
て
安
値
に

至
る
待
ち
て
買
ふ
有
様
な
り
。
（
二
／
二
○

日
記
に
は
、
日
々
の
「
汲
々
」
と
し
た
暮

ら
し
ぶ
り
や
、
そ
の
な
か
で
三
十
代
青
年
が

抱
い
た
率
直
な
想
い
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
平
野
さ
ん
は
、
化
粧
品
の
行
商
（
本

人
は
「
商
売
一
と
表
現
す
る
）
を
し
て
い
た
。

一
実
家
で
の
暮
ら
し
一

「
商
一
浬
の
不
振
の
た
め
か
、
下
平

な
る
と
実
家
に
滞
在
す
る
こ
と

が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
た
。
平
野
心

さ
ん
に
と
っ
て
、
実
家
や
家
族
は
既

「
楽
し
み
」
や
「
安
ら
か
さ
」
を
執

与
え
て
く
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
来

◆
蒸
し
暑
く
騒
々
し
き
家
な
出

れ
ど
、
矢
張
り
家
に
は
家
の
強

楽
し
み
あ
り
、
安
ら
か
さ
あ
の

り
。
黍
〕
／
二
四
）

辺

平
野
さ
ん
は
、
そ
ん
な
実
家
桐

で
農
作
業
を
手
伝
い
つ
つ
、
機
械
謹

縄
な
い
も
始
め
る
。
だ
が
、
平
野
仁

さ
ん
に
と
っ
て
、
実
家
Ⅱ
田
舎
．
野

農
村
で
の
牛
活
は
、
畷
す
し
も
満
平

足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

下
半

に
す
る
時
は
、
己
が
最
も
好
ま
ざ
る
商
売

に
依
り
て
其
日
、
其
日
の
生
活
を
営
ま
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
然
も
其
の
心
的
苦
悩
た
る

や
実
に
此
処
に
尽
し
難
き
も
の
あ
る
な
れ

ば
な
り
。
〔
中
略
〕
何
れ
に
し
て
も
未
だ

吾
は
安
任
の
地
と
窒
任
の
策
と
を
得
る
能

わ
ず
。
暗
黒
の
中
を
模
索
し
て
此
の
浮
き

世
に
生
の
衝
復
を
続
く
る
な
り
。
（
三
／
八
）

◆
若
し
、
自
分
が
確
定
し
た
職
を
持
つ
な

ら
這
腫
〔
こ
ん
な
〕
に
ま
で
鉦
厳
な
時
を

消
さ
ず
に
済
む
で
あ
ら
う
に
。
然
し
不
遇

の
中
に
あ
っ
て
も
、
逆
境
の
中
に
あ
っ
て

も
、
吾
が
体
内
に
流
る
強
血
汐
は
変
り
な

い
。
必
ず
や
此
の
一
生
に
於
て
快
心
の
何

事
か
を
成
さ
ず
に
は
死
な
ぬ
積
り
で
あ

る
。
（
三
／
二
）期

に

四
四

甥が骨折(7日）

紀元節(10B)、日記帳購入(16B)

小学校の体格検査(3日)、陸軍記念日(10日)、
春季皇霊祭(21日)、義姉が男児を出産(24日）

3月

弓
生
活
の
途
」
を
求
め
て

そ
ん
な
暮
ら
し
の
な
か
で
、
平
野
さ
ん
は

自
身
の
「
生
活
の
琴
碆
を
「
開
拓
進
展
」
さ

せ
よ
う
と
す
る
。

◆
少
年
時
代
は
一
世
を
風
廓
す
る
大
成
功

者
た
ら
ん
と
の
野
望
に
燃
え
て
ゐ
た
此
の

男
、
今
は
一
日
五
六
拾
銭
の
縄
な
い
が
仕

事
か
と
思
ふ
と
些
か
憂
謹
に
な
る
け
れ

◆
田
舎
の
生
活
は
単
調
な
り
、
無
味
な
り
、

余
り
に
非
刺
激
的
な
り
。
所
謂
か
麓
る
沈

滞
的
雰
囲
気
に
長
く
浸
り
居
る
時
は
人
間

遂
に
現
代
の
文
化
に
取
残
さ
れ
て
、
日
進

月
歩
の
社
会
と
歩
を
共
に
す
る
事
能
わ

ず
。
（
四
／
二
）

二
塁
垂
を
通
じ
て
、
東
皐
を
は
じ
め
都

市
的
な
空
気
に
触
れ
て
い
る
平
野
さ
ん
の
目

に
は
、
函
唇
咽
農
民
の
あ
り
方
は
「
非
刺
激

的
」
畢
挫
叩
的
」
な
も
の
と
し
て
映
っ
た
。

神武天皇祭(3日)、大岩観音見物(24日)、弟の
徴兵検査(26日)、総選挙立候補者澳鋭会(26日)、
天長節(29日)、総選挙(30B)

4月

墾
亟
相

|煙草検査(24日)、親戚が死去(30B)

|耀瀦&溌祷鑿驚瀦↑日)
新聞購読開始(1日)、観音様の掃除(14日)、

再び動員令下る(15日)→出征見送り(21日)、
自転車鑑札付換(28日)、軍事講演を聞く(30日）

8脂

念仏講の軍事慰問金募集(5日)、俵検盃(7日)、
妹が女児出産(9日)、動員令下る(10B)、
台風(11日)、防空演習(18日）

9月

唖
一
噸
一
唖

召集令(12日）

明治節(3日)、祖母が死去(22日）

兄一家が九州に引っ越し(2日)、火事を見物(21日）
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暮
ら
し
の
な
か
ゆ
際
塵
匡

当
年
の
七
月
に
は
日
中
戦
争
が
勃
発
し

共
、
〔
中
略
〕
少
年
時
代
の
野
望
、
一
世

に
君
臨
せ
ん
と
す
る
の
野
望
は
未
だ
に
消

え
ず
衰
え
ず
、
逆
境
と
共
に
却
っ
て
益
熾

烈
な
ら
ん
と
す
る
を
見
る
な
り
。
時
来
ら

ぱ
我
に
も
亦
必
ず
や
花
開
き
、
実
を
成
す

機
も
到
来
す
べ
し
。
眼
前
の
些
細
な
る
出

来
事
に
心
を
惑
は
す
事
な
く
、
忠
実
に
生

活
の
途
を
逼
進
し
、
開
拓
進
展
す
べ
き
事

に
意
を
用
ふ
べ
き
な
り
。
（
一
二
／
八
）

そ
の
方
向
性
は
、
「
沈
滞
的
」
な
農
村
か

ら
脱
却
し
、
「
日
進
月
歩
の
社
会
」
の
な
か
で
、

つ
ま
ｈ
錘
裂
云
で
働
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

◆
わ
が
将
来
に
対
す
る
希
望

１
、
若
干
の
準
備
金
を
用
意
し
た
る
後

宝
星
地
方
に
て
求
職

２
、
地
方
工
業
地
に
て
求
職

３
、
家
具
工
養
成
所
塗
装
部
入

４
、
従
前
通
り
商
売
に
従
事
（
八
／
二
二
）

こ
う
し
て
平
野
さ
ん
は
十
月
以
降
、
求
職

活
動
を
始
め
る
。
十
二
月
に
は
、
日
立
製
作

所
か
ら
感
触
の
好
い
返
事
が
来
る
。

◆
助
川
の
日
立
製
作
所
よ
り
、
来
春
早
々

詮
衡
を
な
す
故
、
眼
病
其
他
伝
染
性
疾

患
の
有
鉦
鍔
確
め
治
療
を
な
し
置
く
や
う

に
と
の
葉
書
が
来
て
ゐ
た
。
〔
中
略
〕
今

此
の
通
知
を
得
急
に
心
躍
る
を
覚
ゆ
。
然

れ
共
、
同
時
に
過
去
の
病
気
を
想
起
し
て

身
体
検
査
を
危
ぶ
む
。
（
一
二
／
一
二
）

過
去
の
肺
病
を
思
い
出
し
て
身
体
検
査
に

不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
、
前
向
き
な
通
知
に

「
心
躍
」
っ
た
。

た
。
こ
の
頃
の
平
野
さ
ん
は
実
家
に
滞
在
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
戦
争
は
度
重
な
る

動
員
・
召
集
と
い
う
形
で
農
村
の
暮
ら
し
に

入
り
込
ん
で
き
た
。

◆
昨
蒜
動
口
臭
や
来
る
と
の
話
に
驚
き
て
床

を
蹴
る
。
前
回
は
本
村
に
僅
か
六
名
位
な

り
し
が
此
の
度
は
三
十
有
余
名
と
の
話
な

り
。
〔
中
略
〕
何
処
も
彼
処
も
只
戦
争
の

話
に
の
み
掩
わ
れ
居
る
有
様
な
り
。

（
八
／
一
五
）

◆
今
宵
ま
た
召
集
令
が
来
る
と
か
に
て
農

村
も
時
な
ら
ぬ
緊
張
に
包
ま
る
。
夜
の
八

時
少
し
過
ぎ
頃
自
動
車
来
り
て
次
い
で
自

転
車
の
走
り
廻
る
音
頻
り
に
間
ゆ
。

（
一
○
／
一
二
）

出
征
兵
士
の
見
送
り
や
新
聞
記
事
（
新
聞

は
八
月
か
ら
購
読
）
に
接
す
る
な
か
で
、
平

野
さ
ん
は
、
世
間
に
「
戦
事
気
分
」
が
溢
れ

て
く
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。

◆
戦
局
愈
々
拡
り
て
今
や
国
内
は
上
下
を

挙
げ
戦
事
気
分
充
満
の
状
態
な
り
。
我
が

身
独
り
寧
ん
ぞ
安
閑
た
る
を
得
ん
や
。

（
八
／
一
七
）

平
野
さ
ん
自
身
も
「
安
閑
」
と
し
て
は
居

ら
れ
ず
、
そ
の
雰
囲
気
に
呑
み
込
ま
れ
て
い

く
。
軍
事
講
演
を
聴
い
た
り
（
八
／
三
○
）
、

「
歩
兵
第
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
遭
難
始
末
の

書
を
読
」
ん
だ
り
（
九
／
一
）
、
戦
局
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
映
画
や
活
動
を
見
た
り
し
て

い
る
（
九
／
二
五
・
二
六
）
。

た
だ
し
、
平
野
さ
ん
の
戦
争
へ
の
関
わ
り

方
の
裏
に
は
、
個
人
的
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

も
潜
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

◆
上
海
北
支
に
恭
熱
を
侵
し
て
活
躍
す
る

我
が
皇
軍
を
偲
ぶ
時
些
か
此
の
身
の
柾
泥
分
は
思
考
す
。
然
し
て
戦
禍
は
幾
変
転
、

た
る
を
覚
ゅ
る
。
身
軍
籍
に
な
け
れ
ば
戦
拡
大
し
て
遂
に
は
世
界
の
統
制
へ
と
押
し

場
に
駆
馳
す
る
勇
士
た
る
能
わ
ず
、
財
乏
流
さ
る
シ
も
の
に
は
非
ず
や
と
思
考
さ

し
く
し
て
銃
後
の
後
援
も
叶
わ
ず
、
支
那
る
。
瞳
昭
和
の
聖
世
に
生
れ
た
る
幸
福

の
暴
状
に
憤
迩
の
胸
を
た
ぎ
ら
せ
る
の
み
に
神
国
日
本
の
驚
異
的
世
界
躍
進
の
姿
を

で
あ
る
。
（
八
／
二
（
〕
我
は
見
る
事
を
得
る
も
の
な
り
。

◆
昨
夜
の
召
集
令
は
小
貝
村
に
て
合
計
（
一
二
／
九
）

二
十
四
名
と
か
に
て
杉
山
よ
り
は
川
又
道
現
状
の
「
皇
軍
の
苦
戦
」
や
、
今
後
の
「
戦

二
郎
君
と
平
野
政
二
君
の
二
人
な
り
と
云
禍
」
の
拡
大
を
予
想
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

ふ
話
な
り
。
我
は
兵
籍
に
な
き
身
な
れ
ば
あ
る
程
度
冷
静
な
目
で
戦
争
を
見
つ
め
つ
つ

此
の
軍
国
調
の
秋
に
話
も
出
来
す
。
も
、
戦
争
に
よ
る
「
皇
国
の
躍
准
匡
と
「
事

（
一
○
／
一
三
）
変
の
徹
底
的
結
果
」
を
待
望
し
、
「
昭
和
の

こ
う
し
た
劣
等
感
や
自
己
卑
下
に
も
拘
ら
卵
蒜
些
に
生
れ
た
「
幸
福
」
を
噛
み
し
め
て

ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え
か
、
平
野
さ
ん
は
い
る
。
そ
し
て
、
求
職
活
動
で
好
感
触
の
通

戦
争
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
思
い
を
綴
る
。
知
を
も
ら
い
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

◆
日
支
事
変
も
此
処
の
処
、
新
聞
面
に
て
◆
身
体
曾
委
ロ
に
入
念
な
る
注
意
を
し
て

は
一
向
に
捗
々
し
か
ら
ぬ
様
子
な
り
。
大
只
管
吉
報
〔
採
用
の
決
産
の
至
る
を
待
つ

方
推
察
す
る
に
皇
軍
の
苦
戦
か
、
然
ら
ざ
て
ゐ
る
次
第
。
重
皐
陥
落
も
目
礎
に
迫
れ

れ
ば
一
先
つ
待
機
の
姿
勢
を
取
り
居
る
事
る
今
、
自
分
は
星
至
福
の
一
歩
手
前
に
あ

な
ら
ん
。
我
の
待
望
す
る
も
の
は
画
期
的
る
や
う
な
予
感
が
す
る
。
（
一
二
／
一
四
）

皇
国
の
躍
進
と
事
変
の
徹
底
的
結
果
を
他
現
在
の
境
遇
に
悩
み
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出

に
し
て
な
し
。
（
二
／
二
）
そ
う
と
必
死
に
も
が
く
青
年
が
、
自
ら
の
「
幸

◆
日
支
事
変
も
車
皐
攻
略
の
大
詰
に
来
り
福
」
な
前
途
と
重
ね
合
せ
て
「
皇
軍
」
の
戦

て
我
が
軍
の
圧
倒
的
大
勝
は
今
や
全
で
確
勝
を
書
き
記
す
。
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で

実
と
な
り
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
、
日
本
の
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
戦
争
に
向
き
合
っ
て
い

け
ん
制
に
狂
奔
せ
る
世
界
各
国
も
唖
然
た
た
か
、
そ
の
一
端
が
垣
間
見
え
よ
う
。

る
事
な
ら
ん
。
ｊ
‐

溌
謹
一
舞
儀
繩
潔
閥
聰
睡
恥
澱
鰯
が

聯
〃
那
序
〆
悩
樅
躯
↓
３
粁
恥
１
旗
．
‐
ｆ
砿
卿
ィ
〃
々
呼
牌
い
鵬
に
朧
唯
ｒ

略
後
に
於
て
更
片
も
亥
卑
劣
卜
ｉ
う
ｆ
何
弥
へ
＄
す
’
帷
も
鈍
唾
へ
参
辰
昨
帆
脾

に
第
三
国
と
の
ヤ
ー
ｊ
閲
４
＃
だ
防
乞
１
．
仙
毒
篭
Ｉ
男
樹
は
鵬
ぽ
い
悔
吻
卜

関
係
よ
り
複
雑
や
り
財
鰈
九
季
聰
協
炎
吋
制
暎
修
も
卜
３
府
陶
冷
翻
門
悔
協
順
ｒ

難
関
に
逢
着
す
器
７
３
．
″
刀
う
ぐ
ｆ
ｆ
砿
？
１

る
な
ら
ん
と
自
民
ｒ
屋
‐
ソ
－
１
１
１
‐
‐
Ｉ
ｉ
１
Ｉ
！
‐
ｌ
ｉ
ｌ
‐
‐
１
１
１
‐
‐
‐
１
１
１
‐
‐
１
画
；
琴
‐
ｌ
‐

十
二
月
十
四
日
の
日
記
（
抄
）

ｊ
、
■
‐
■
■
■
■
‐
’
’
１
１
Ｊ
国
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

１

１
匠
膨
恥
矛
・
寺
《
”
十
ゞ
〃
＃
↑
砿
耐
，
タ
蝿
Ｆ
ｆ
も
腱
誓
約
：
γ
参
４
ん
も
．

洞
．
歩
憾
ア
瀝
乞
の
叩
捗
舜
Ｉ
↓
刈
鋤
的
修
豚
ｗ
Ｉ
＃
１
ｆ
・
祠
〃
Ｉ
症
ｈ
〃
も
側
く
厄
弟
，
．
す
り
側
、
且

瀕
紗
那
序
γ
悩
樅
ィ
ｌ
３
芥
紗
１
旗
．
‐
鞭
‐
砿
卿
ィ
〃
〃
小
脚
に
隙
降
卜

片
ら
も
溺
畢
．
お
卜
呼
″
６
珍
心
何
弥
秀
・
念
ノ
肋
帷
も
鈍
唾
へ
多
悸
ト
ト
慨
伸
．

ヤ
ー
ｊ
繩
陥
り
匙
今
炉
牛
に
Ｍ
毎
す
う
仙
娑
冬
も
１
１
１
易
易
い
圭
恥
邪
り
む
３
ｆ
必
《

や
企
？
鰈
〃
幸
，
即
伽
・
鴻
愈
噛
刷
暎
悔
Ｆ
３
な
拘
喫
移
男
苓
締
上

極
寄
禰
Ｉ
為
守
吟
刃
吟
ぞ
～
砂
子
畿
灯
膿
感
“
溌
郡
Ｉ
乳
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あ
り
、
’
九
四
八
年
三
月
に
は
満
四
一
歳
に

な
っ
た
。
一
九
四
五
年
二
月
か
ら
石
川
島

重
工
業
に
勤
務
し
て
お
り
（
第
二
工
場
工

員
）
、
杉
並
区
馬
橋
の
ア
パ
ー
ト
、
｜
鳴
荘

か
ら
通
勤
し
て
い
た
。
ま
だ
独
身
で
結
婚

は
一
九
五
二
年
に
な
る
。

１
．
平
和
を
か
み
し
め
る

一
九
四
八
年
の
日
記
は
つ
ぎ
の
記
述
か
ら

は
じ
ま
る
。

「
何
年
か
振
り
で
父
母
と
共
に
迎
へ
る

正
月
で
あ
る
。
田
舎
は
旧
の
正
月
が
本
当
だ

’
九
四
五
年
の
「
平
野
仁
蔵
日
記
」
は
、

村
松
洋
一
さ
ん
に
よ
り
、
本
誌
第
五
九
号
と

第
六
○
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
の
日
記
を
紹
介

し
た
い
（
二
○
一
四
年
四
月
九
日
の
第
七
四

回
日
記
塾
で
の
報
告
概
要
）
。

平
野
さ
ん
は
一
九
○
七
（
明
治
四
○
）
年

四
月
三
目
砺
丞
県
芳
賀
郡
小
買
村
生
ま
れ
で

DiaJa壱や

一
九
四
八
年
の

ｅ
●
◆
由
中
申
中
令
■
■
■
■
■
卓
■
申
す
●
由
①
申
合
凸
◆
◆
晶
守
甲
畢
白
白
甲
骨
争
■
■
■
■
■
■
■
■
吾
■
■
●
■
■
ｅ
■
句
■
●
申
申
■
■

「
平
野
仁
蔵
日
記
」

蝋
鱒
罰
咽
調

Ⅱ
、
日
常
生
活

正
月
休
み
が
終
わ
る
と
、
出
勤
が
は
じ
ま

る
。
「
硝
子
戸
に
当
る
風
の
音
が
強
く
、
お

天
気
は
好
い
に
違
ひ
な
い
が
、
何
と
も
寒
い

様
な
気
配
だ
。
外
に
出
る
と
、
空
は
未
だ
幾

つ
か
の
星
が
残
り
、
皎
々
と
月
が
中
天
に

掛
っ
て
ゐ
た
。
案
の
条
、
寒
い
風
が
吹
い
て

ゐ
る
。
思
は
ず
外
套
の
襟
を
立
て
て
駅
へ
急

い
だ
。
電
車
、
バ
ス
と
経
て
七
時
二
十
五
分

今
濠
挫
に
入
門
」
（
一
月
二
七
日
）
と
あ
る
よ

う
に
、
と
て
も
早
い
の
だ
。
二
八
日
に
は
「
五

時
準
起
床
。
冷
た
い
飯
を
、
温
め
た
汁
で
か

き
込
み
、
時
計
を
気
に
し
っ
塗
会
社
に
急
ぐ
。

毎
日
の
日
課
の
一
つ
で
あ
る
」
と
も
記
さ
れ

が
、
そ
れ
で
も
元
日
丈
は
餅
を
搗
き
雑
煮
位

作
る
。
兎
の
肉
入
り
の
上
味
い
雑
煮
に
舌
鼓

を
打
ち
、
カ
ン
／
、
火
の
あ
る
炉
辺
に
茶

を
飲
み
つ
う
父
母
と
共
に
団
ら
ん
す
る
。
戦

争
も
納
り
、
食
糧
事
情
も
年
々
好
転
吾

等
が
身
辺
に
は
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者
も
な

く
、
未
窄
唇
黒
菅
の
気
掛
り
者
も
な
く
、
誠
に

恵
ま
れ
た
る
境
遇
に
あ
る
も
の
と
云
ふ
事
が

出
来
る
。
．
…
・
煙
草
と
共
に
半
日
を
暮
し
、

夜
は
疲
れ
て
、
湯
に
浸
る
や
早
目
に
就
寝
。

四
十
二
才
の
春
、
第
一
日
は
か
く
も
平
和
に
、

和
や
か
に
、
亦
希
望
を
以
て
迎
へ
る
事
が
出

来
た
の
だ
。
独
身
者
の
正
月
も
亦
あ
な
が
ち

見
棄
て
た
る
も
の
に
は
韮
す
と
思
ふ
」
（
一

月
一
日
）
。

戦
争
終
結
か
ら
二
年
半
が
た
ち
、
食
料
事

情
も
好
転
し
、
独
身
者
の
正
月
を
故
郷
で
父

母
と
共
に
迎
え
た
。
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を

か
み
し
め
て
い
る
の
だ
。

Ⅲ
、
娯
楽

平
野
さ
ん
の
趣
味
の
ひ
と
つ
は
、
本
を
読

み
、
字
を
書
く
こ
と
だ
。
休
日
の
二
月
二

日
に
は
「
深
更
、
人
皆
寝
静
ま
り
来
り
た
る

様
子
、
己
れ
の
部
屋
の
み
電
燈
爆
々
と
明
る

く
、
か
シ
る
時
、
物
を
思
ひ
、
物
を
書
き
、

書
を
綴
く
、
誠
に
我
が
此
の
上
な
き
楽
し
み

な
れ
ど
、
如
何
せ
ん
、
明
朝
の
早
き
出
勤
に

支
障
を
来
さ
ん
事
を
お
そ
る
。
儘
な
ら
ぬ
か

な
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

野
球
見
物
や
映
画
を
み
る
こ
と
も
楽
し
み

だ
っ
た
。
五
月
一
五
日
に
は
軌
式
野
球
を
見

物
し
、
二
五
日
に
は
ム
ー
ビ
ー
銀
座
で
「
大

曾
根
家
の
朝
」
を
見
て
、
「
仲
々
好
い
映
画

で
あ
っ
た
」
記
し
て
い
る
。
六
月
五
日
に
は

後
楽
園
球
場
で
、
金
星
対
太
陽
、
阪
神
対
阪

て
い
る
。

食
事
は
、
朝
夕
目
炊
で
、
台
所
・
ト
イ
レ

は
共
同
の
よ
う
だ
。
帰
宅
す
る
と
、
「
貰
ひ

水
を
し
て
夕
餉
を
造
り
、
七
時
半
頃
独
り
は

ん
ご
う
の
飯
を
食
ふ
。
甘
藷
を
食
ひ
、
豆
を

食
ひ
、
牛
篝
を
煮
た
の
を
頬
張
り
、
更
に
葡

萄
糖
の
残
り
を
平
げ
て
、
食
卓
上
に
並
ん
だ

食
物
は
全
く
顔
を
ひ
そ
む
る
に
至
る
」
。
そ

の
後
、
「
疲
れ
と
眠
気
に
襲
は
れ
、
九
時
半

床
に
入
り
て
日
記
を
書
き
小
使
帳
を
記
入
、

新
聞
を
よ
み
、
最
後
に
煙
草
を
吸
ふ
て
ス
タ

ン
ド
の
ス
ヰ
ッ
チ
を
ひ
ね
る
」
（
二
月
四
日
）
。

こ
う
し
て
一
日
が
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
日

常
に
、
我
が
人
生
が
「
身
を
結
び
□
を
見
る

は
果
し
て
期
し
得
ら
る
事
に
て
あ
る
か
」
と
、

平
野
さ
ん
は
内
省
し
て
い
る
（
九
月
二
四

日
）
。

急
を
見
物
し
、
「
生
れ
て
始
め
て
見
る
プ
ロ

試
合
に
全
く
総
て
を
忘
れ
る
陶
酔
の
態
だ
。

時
々
は
か
く
精
神
を
純
一
無
垢
の
境
に
遊
ば

す
事
も
大
い
に
意
義
あ
る
事
で
あ
ら
う
。
さ

れ
ば
六
十
円
の
入
場
料
は
安
い
も
の
だ
」
と

記
し
て
い
る
。

八
月
一
日
に
は
多
摩
川
に
行
っ
て
泳
ぎ
、

そ
の
後
両
国
の
川
開
き
を
見
て
い
る
。
二

月
二
三
日
に
は
、
神
田
の
古
書
店
街
と
雑
貨

店
街
を
一
日
歩
い
て
い
る
。
変
っ
た
と
こ
ろ

で
は
、
六
月
二
七
日
に
浅
草
松
屋
で
「
性
の

科
学
展
」
と
映
画
「
肉
体
と
悪
屋
を
見
て

い
る
。

Ⅳ
、
イ
ン
フ
レ
に
驚
く

日
記
に
は
、
物
価
の
高
騰
に
驚
く
記
述
が

続
い
て
い
る
。

「
午
後
二
時
少
し
前
頃
ア
パ
ー
ト
を
出

て
、
三
越
に
行
き
、
日
記
を
買
ひ
、
ポ
マ
ー

ド
買
ひ
し
て
、
更
に
神
田
駅
前
で
ラ
イ
タ
ー

を
求
め
て
帰
宅
す
。
一
寸
品
物
を
買
ふ
と

二
百
、
参
百
円
の
金
は
直
ぐ
に
消
え
て
終
ふ
」

（
一
月
六
日
）

「
夕
刻
は
新
宿
迄
買
物
に
行
っ
て
来
た
。

一
寸
品
物
を
買
ふ
と
百
、
二
百
円
札
は
瞬
く

間
に
飛
ん
で
終
ふ
。
千
八
百
円
ベ
ー
ス
な
ど

今
更
小
面
悪
く
な
る
思
ひ
だ
」
（
二
月
八
日
）

「
帰
宅
し
て
七
月
分
の
支
出
を
合
計
し

て
見
た
所
、
ナ
ン
ト
五
千
円
を
超
し
て
い
る

で
は
な
い
か
。
自
分
乍
ら
驚
い
た
次
第
だ
。

金
は
い
く
ら
有
っ
て
も
思
ふ
様
に
残
ら
ぬ
も

の
、
生
活
と
は
実
に
六
ヶ
敷
い
も
の
だ
」
（
七

月
三
一
日
）

こ
ん
な
目
云
口
だ
。
所
得
税
や
非
戦
災
者
税
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Ⅵ
．
甘
党
で
「
大
食
漢
」
？

平
野
さ
ん
は
甘
党
だ
っ
た
よ
う
だ
。
二
月

二
五
日
に
は
昇
口
味
剤
の
配
給
が
あ
り
、
早

速
す
ゐ
と
ん
を
造
り
、
そ
れ
に
甘
味
を
つ
け

て
キ
ナ
粉
を
く
る
ん
で
腹
の
膨
れ
る
ま
鴬
に

食
べ
た
」
と
あ
る
。
三
月
一
九
日
に
は
砂
糖

の
配
給
を
受
け
、
小
豆
を
煮
て
ぜ
ん
ざ
い
を

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
い
る
。

平
野
さ
ん
は
、
体
重
四
十
六
キ
ロ
、
身
長

一
五
三
・
五
セ
ン
チ
、
胸
囲
七
五
セ
ン
チ
と

小
柄
だ
っ
た
が
、
ご
飯
は
相
当
食
べ
た
。
六

月
二
一
日
に
は
、
「
帰
り
途
、
神
田
の
「
食
室
邑

で
、
ホ
ッ
ケ
の
開
き
を
五
十
田
許
り
求
め
て

Ｖ
・
煙
苣
巻
き

生
活
が
苦
し
い
の
で
、
家
計
補
助
の
た
め
、

故
郷
か
ら
持
っ
て
き
た
煙
草
の
葉
を
巻
い

て
、
こ
れ
を
売
る
内
職
を
は
じ
め
て
い
る
。

「
煙
草
を
巻
く
。
大
凡
百
本
許
り
。
已

に
倦
む
。
一
千
本
纏
め
る
の
を
断
念
し
て
、

八
百
六
十
丈
に
な
す
。
三
時
頃
出
掛
け
て
千

代
吉
宅
に
向
ふ
。
：
・
・
・
依
頼
さ
れ
し
石
鹸
と

煙
草
を
置
き
、
代
金
一
千
七
百
円
許
り
を
請

取
り
、
其
中
百
円
丈
手
数
料
と
し
て
置
き
て

帰
る
」
（
一
月
一
八
日
）

千
代
吉
と
い
う
の
は
弟
だ
が
、
主
に
清
水

と
い
う
人
に
売
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
二
月

二
四
日
に
は
司
午
后
清
水
様
に
行
く
。
煙
草

一
千
本
持
今
毫
此
度
は
拾
銭
値
上
げ
し
て
貰

ふ
考
へ
だ
っ
た
が
遂
出
し
そ
び
れ
て
、
此
の

次
か
ら
に
し
て
も
ら
う
や
う
に
話
し
て
帰

る
」
と
あ
る
。

な
ど
、
税
金
が
高
い
の
も
悩
み
の
種
だ
っ
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｉ
’
１
１
戸
１
９
６
１

Ⅶ
、
石
川
島
で
の
労
働

平
野
さ
ん
は
石
川
島
重
工
業
（
造
船
部
門
）

の
第
二
工
場
（
艤
装
関
係
）
で
働
い
て
い
た
。

そ
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

一
月
九
日
か
ら
住
吉
丸
の
甲
板
で
ウ
ィ

ン
チ
、
送
風
機
、
メ
タ
ル
の
取
付
作
業
を
し

て
い
る
。

「
中
田
君
達
と
共
に
住
吉
丸
の
ウ
ィ
ン

チ
、
メ
タ
ル
取
替
作
業
。
時
折
雨
降
り
来
り
、

甲
板
上
の
仕
事
は
余
り
楽
で
も
な
い
。
そ
れ

に
雨
中
何
回
と
な
く
現
場
１
件
筈
丸
甲
板
Ｉ

間
を
往
復
し
、
靴
は
し
み
て
足
冷
た
く
、
汚

れ
る
手
足
と
共
に
身
体
の
始
末
に
困
る
」
（
一

月
一
四
日
）
と
あ
る
よ
う
に
、
寒
風
の
中
の

厳
し
い
仕
事
だ
っ
た
。

二
九
日
か
ら
は
淡
島
丸
に
と
り
か
か
る

帰
宅
。
夕
食
は
四
合
程
煮
て
あ
と
一
食
分
辛

う
じ
て
残
し
た
。
二
合
五
勺
の
配
給
で
、
一

食
に
三
合
の
飯
を
食
べ
て
行
っ
て
は
米
も
み

る
ノ
ー
減
っ
て
行
く
訳
だ
と
思
っ
た
」
と

記
し
て
い
る
。

″
月

／ヨ

1 ，

;
平野仁蔵日記原文

1948（昭和23）年11月13日

蕊識

’

Ⅷ
．
職
場
で
の
不
満
と
喜
び

厳
し
い
労
働
の
中
で
、
不
満
に
思
う
こ
と

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
三
月
四
日
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
伊
岐
丸
の
バ
ル
ブ
復
起
。
村
山
班
長

の
余
り
に
も
他
人
を
省
み
ぬ
一
方
的
な
心
事

を
紗
か
ら
ず
面
曰
く
な
く
思
ふ
。
何
れ
に
し

て
も
此
の
石
川
島
に
余
り
長
く
居
た
く
は
な

い
。
敢
て
自
己
言
喫
ふ
る
訳
で
は
な
い
が
、
此

塵
、
油
で
真
黒
に
な
っ
て
働
か
な
く
と
も
亦

他
に
活
き
る
途
が
あ
る
訳
だ
。
汚
れ
を
厭
ふ

訳
で
は
な
い
が
、
名
は
体
を
云
々
の
如
く
、

此
処
に
働
く
人
々
の
『
心
』
を
考
ふ
る
と
つ

く
づ
く
嫌
に
な
る
。
も
少
し
恰
好
の
取
れ
た

社
会
に
、
雰
囲
気
に
暮
ら
し
た
い
」

他
方
で
、
艤
装
工
事
が
完
成
す
る
と
、
達

成
感
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

次
は
三
月
二
六
日
の
記
述
だ
。

「
本
即
丸
の
準
備
運
転
。
八
時
半
に
ド
ッ

ク
を
出
て
遠
く
横
浜
近
く
迄
行
く
。
我
々
の

汗
の
娃
智
申
が
今
始
め
て
試
み
ら
る
彦
試
運
転

Ⅸ
、
給
与
と
労
働
運
動

日
記
に
は
、
給
与
や
労
働
運
動
に
関
す
る

記
述
も
多
い
。
そ
の
一
端
を
見
て
み
よ
う
。

「
今
日
は
一
ヶ
月
の
一
番
楽
し
い
、
待
遠

し
い
給
料
日
で
あ
る
。
賃
上
要
丞
諜
結
後
の

第
一
回
目
給
料
は
兎
角
心
待
ち
の
甚
だ
し

い
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
会
社
の
都
合
で
、

税
込
み
四
千
弐
百
五
拾
円
の
中
、
賃
上
の
部

丈
は
来
月
三
日
に
支
払
ふ
事
に
な
り
、
今
日

は
矢
張
り
何
時
も
同
じ
丈
の
勘
定
で
あ
っ

た
。
手
取
り
、
金
弐
千
弐
百
弐
拾
九
円
を
懐

中
に
し
て
帰
る
。
：
：
．
部
屋
代
弐
百
円
を
払

ひ
、
書
物
二
冊
、
魚
十
五
円
の
買
物
、
淫
早

の
金
や
何
か
で
未
だ
懐
中
に
は
二
千
円
許
り

の
金
が
残
っ
て
居
る
訳
だ
」
（
二
月
二
八
日
）

い
さ
さ
か
余
裕
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
だ
。し

か
し
、
イ
ン
フ
レ
が
進
む
な
か
で
、
生

活
は
厳
し
く
な
る
。
八
月
二
○
日
に
は
一
時

金
要
求
で
会
社
案
を
拒
否
す
る
こ
と
に
決

し
、
一
二
月
は
越
年
資
金
問
題
で
ス
ト
に
突

入
す
る
。

こ
の
労
働
運
動
や
政
治
問
題
に
対
す
る
平

野
さ
ん
の
態
度
・
立
場
は
労
働
者
の
意
識
を

探
る
上
で
興
味
深
い
が
、
紙
数
が
尽
き
て
し

ま
っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
。

で
あ
る
。
か
シ
る
大
船
の
新
造
試
運
転
に

乗
っ
た
の
は
始
め
て
だ
。
長
い
海
の
上
を
微

速
で
動
く
、
真
新
し
い
海
上
の
巨
体
を
見
て

何
ヶ
月
か
働
い
た
苦
し
い
、
辛
い
思
ひ
で
も

一
瞬
。
た
ざ
感
激
と
歓
喜
に
打
消
さ
る
と
は

此
の
舟
に
乗
っ
た
人
々
の
等
し
き
胸
中
で
あ

員
一
一
つ
」
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◇
智
子
ち
ゃ
ん
の
誕
生

四
十
八
歳
の
平
野
さ
ん
に
は
造
船
の
仕
事

は
か
な
り
ハ
ー
ド
な
も
の
だ
っ
た
。
九
月
十

日
に
は
「
毎
日
此
の
混
乱
の
中
で
働
き
続
け

る
の
か
と
思
う
と
厭
に
な
っ
て
く
る
」
と
記

し
て
い
る
。

し
か
し
結
婚
二
年
目
、
昨
年
一
月
二
十
九

日
誕
生
し
た
長
女
智
子
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
見

守
り
生
活
に
張
り
が
で
て
、
そ
の
記
述
は
父

親
と
な
っ
た
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

四
月
圭
上
ハ
日
に
は
「
帰
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

は
キ
ャ
ラ
メ
ル
が
入
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
身

と
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

今
号
は
当
時
と
し
て
は
晩
婚
で
四
十
七
歳

で
父
親
に
な
っ
た
平
野
さ
ん
の
子
煩
悩
振
り

を
お
伝
え
し
た
い
。

◇
家
庭
生
活
か
ら
の
抜
き
書
き

轡
穿
薙
瀞

卿
鋳
礁
ゞ

智
子
ち
ゃ
ん
の
イ
メ
ー
智
子
一
歳
の
誕
圭

ジ
画
目
中
順
子
さ
ん
）
日
。
今
や
人
の
口
真

一

連
一

一
Ｉ

輪
l llll ll1l1ill l

昭
和
三
十
年

四
十
八
歳
（
上
）
・
父
親
に
な
る

私
の
読
ん
だ
平
野
仁
蔵
日
記

田
中
順
子

似
も
結
構
で
き
、
丸
々
と
太
り
昼
間
は
粥
の

み
夜
は
ミ
ル
ク
。
一
年
は
ま
っ
た
く
早
い
。

二
月
六
日

何
ん
と
も
日
曜
日
は
楽
し
い
。

我
々
勤
労
者
は
「
八
時
間
労
働
」
と
い
う

基
準
を
有
し
な
が
ら
毎
日
の
残
業
、
平
均
二

回
位
の
日
曜
出
勤
も
あ
り
こ
れ
も
収
入
に
な

る
の
で
如
何
と
も
し
が
た
い
境
遇
だ
。

三
月
十
二
日

智
子
、
三
、
四
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。

確
り
と
立
っ
て
ヨ
チ
ョ
チ
歩
く
。

四
月
‐
エ
ハ
日

帰
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
智
子
へ
の
キ
ャ
ラ

メ
ル
が
入
っ
て
い
る
。

吾
は
今
と
な
っ
て
帰
り
に
子
供
の
お
土
産

を
懐
中
に
し
て
喜
ぶ
身
と
な
っ
た
。

五
月
十
二
日

縫
い
直
し
た
セ
ル
を
着
て
寛
ぐ
。
何
年
振

り
か
の
心
地
す
る
。

五
月
二
十
八
日

給
料
日
。
〈
蕊
性
に
向
ふ
足
取
り
も
何
時
も

と
違
っ
て
活
気
が
で
る
。
時
間
外
五
十
三
時

間
平
宅
総
額
二
万
三
肝
九
百
円
○

五
月
三
十
日

白
井
・
ペ
レ
ス
の
リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
。

蛤IIIIIIIIIIIII1

智
子
を
抱
い
て
大
急
ぎ
で
ラ
ヂ
オ
店
に
テ

レ
ビ
を
見
に
行
っ
た
処
、
丁
度
五
回
目
だ
っ

た
。
ペ
レ
ス
の
Ｋ
Ｏ
勝
ち
。

七
月
ニ
ェ
ハ
日

智
子
身
田
湿
疹
。
慶
応
病
院
へ
。

町
医
者
は
駄
目
だ
。

八
月
四
日

購
買
で
ラ
ヂ
オ
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
六
球
ス

パ
ー
）
一
四
，
八
○
○
円
月
賦
で
購
入
。

や
っ
と
世
間
並
と
な
っ
た
。

八
月
二
十
一
日

智
子
の
育
児
日
記
・
目
親
ノ
写
真
ヲ
判

別
ス
。
口
父
チ
ャ
ン
・
母
チ
ャ
ン
・
オ
ジ
チ
ャ

ン
・
オ
バ
チ
ャ
ン
・
ア
ン
チ
ャ
ン
・
オ
ネ
ー
チ
ャ

ン
・
他
人
の
マ
ネ
ハ
タ
イ
テ
イ
ス
ル
。
動
作

ハ
ト
ポ
ッ
ポ
・
カ
イ
グ
リ
・
ム
ス
ン
デ
ナ
ド
。

足
ト
コ
ト
コ
カ
ケ
星
プ
走
ル
。

十
月
二
十
六
日

給
料
日
○
残
業
八
十
二
、
五
時
間
。
高
島

屋
に
寄
り
智
子
の
人
形
を
買
っ
て
帰
る
。

十
一
月
一
日

家
に
帰
っ
て
夕
食
を
済
す
と
何
時
も
の
如

く
智
子
相
手
に
大
騒
ぎ
し
て
、
そ
れ
か
ら
ラ

く
智
子
相
手
に
大
騒
ぎ
し
て
、
そ

ヂ
オ
を
聞
く
。

考
え
て
み
れ
ば
こ
れ
が
即
ち

最
上
の
人
間
の
生
き
方
な
の
だ

ろ
う
。
「
健
康
」
と
云
ふ
も
の
を

失
し
わ
な
い
限
り
に
於
て
。

十
二
月
十
日

年
越
資
金
で
る
。
今
日
は
仕

事
は
上
の
空
。
心
は
専
ら
越
年

資
金
の
み
に
走
る
。
三
時
半
終

業
。
四
時
に
金
を
貰
っ
て
計
算

書
を
見
る
と
案
外
お
お
か
っ
た
。
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階

叩
哩
扉
瑠
革
鋒
加
哩
ご
旬
恥
鞠
蕊

｜
掛
鞘
潔
課
脆
蕊
譲

子
の
成
長
振
り
を
書
き
付
け
一
日
を
振
り
返

り
、
家
族
に
当
る
こ
と
な
く
、
会
社
で
も
淡
々

と
働
い
て
い
た
よ
う
す
が
伺
え
る
。

気
自
分
一
流
の
消
派
滴
応
境
、
陰
気
に
結

論
つ
け
よ
う
と
す
る
。
」
（
二
十
七
年
五
月
八

日
付
）
と
念
棚
し
て
い
る
が
、
独
身
生
活
が

長
か
っ
た
平
野
さ
ん
は
四
十
五
歳
で
結
婚
、

四
十
七
歳
で
父
親
と
な
っ
て
か
ら
の
記
述
は

人
間
味
た
っ
ぷ
り
で
素
直
で
楽
し
い
。
給
料

日
に
は
妻
子
へ
、
お
土
産
を
忘
れ
な
い
。

私
が
お
会
い
し
た
の
は
九
十
代
の
は
じ
め

百
歳
ち
か
く
の
晩
年
で
、
「
古
文
書
」
に
明

る
く
、
皆
の
質
問
に
気
軽
に
答
え
て
く
れ
た
。

平
成
丁
九
年
の
「
つ
ど
い
」
で
百
歳
の
お
祝

い
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
時
「
百
歳
に
も
な
る
と
頭
が
ご
ち
ゃ

ご
ち
ゃ
で
す
が
今
日
の
日
の
こ
と
は
死
ん
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

返
答
に
大
爆
笑
、
大
拍
手
と
な
っ
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
代
表
は
じ
め
会
員
の
皆
が
、
平

野
さ
ん
を
尊
敬
し
大
切
に
し
て
い
た
。
命
唾

厭
慢
〆
膿
陶
睦
臓
時
Ⅲ
暇
陛
埠
鰯
岬
胤
瞳
岬
ｌ

陶
閥
媚
必
噌
晦
臘
玄
噌
踊
順
鳴
場
苓
ｙ
噺

碕
確
落
脇
侭
哩
挿
膜
賑
叫
嘩
進
聡
愚
蝋
‐

一
喚
悔
此
蹄
臘
朧
瞳
膨
慌
営
、
必
段
橲
ｔ
忽
哨
‐

一
軍
４
．
雪
嘩
雁
牢
茜
島
鳴
媒
可
哨
や
曲
‐
‐
‐

砺
珊
Ａ
Ｈ
永
海
埜
幣
迄
迄
腹
喋
跨
感
傷
呵
客

臆
睦
魑
八
祷
峰
良
農
箱
－
７
ｉ
塁
１
千
艮

詮
陽
‐
鴬
儂
鞄
塘
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
１
１
－

獄
坤
疵
画
悔
股
蠅
踊
娠
耐
脆
轆
抵
阿
酪
垂
魚
叫

埋
肌
冷
峻
津
咄
に
酷
呼
呼
卜
軒
偲
坐
仇
Ｑ
函
灸
侭
肖
、
咋
牝
『

寺
？
満
屋
叩
、
、
＊
２
一
一
↑
す
編
も
舟
ヤ
ん
・
キ
１
ｆ
ｖ

－
鴬
１
乱
法
糺
縦
ｒ
・
胃
鳴
陰
侭
潅
魁
噺
吋
も
鼻
、
浸

葡
吻
舎
噸
典
賜
慮
く
Ｉ
，
列
７
醗
弓
・
秘
う
貿
凡
恵
收
侭

叩
牟
舞
雀
必
吟
小

孔
危
ワ
丸
竿
。
ｒ
系
謄
虎
〆
壁
し

和
雄
確
越
躯
那

日
記
原
文
（
昭
和
加
年
）


